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@ ト ド 


トド に は アシ カ の 仲間 で は 最も 大 き お 動物 て 、 雑 
は 体長 3.2 m、 体 重 1 t、 雌 は 体長 2.5 m、 体 重 
300kg に も な り 、 北 太平 洋 に 広 ぐ 分布 し て いま す 。 
冬 が ら 春 に が け て 、 北 方 より 流氷 を 避け て 北 光 道 
沿岸 に 回 遊 し て きま す 。 そ の 大 良 漢 ぶり は 有名 で 、 
回 遊 期間 中 に 北 省 の 沿岸 源 業 ビ に さま ざま な 被害 
を 与え る こと に より 、「 害 獣 」 の 活 台 を 頂戴 し て 
いま す 。 

当館 で は この トド を 開 瞬 以来 、4 頭 飽 育 し て き 
まし だ ただ 。 現 在 飼育 され て いる トド は 2 代目 に あ だ 
り 、 昭 和 55 年 に 北海 道 より 搬入 され だ 雄 の ノ サ と 
雌 の エリ ー で す 。 ( さ が ま だ Na17 参 照 ) 搬入 当初 
野生 の 獲 猛 さ を 残し て いた ノ サ は 、 今 で は す つ が 
り の 紳士 と な り 、 ト ド シ ョ ー て 活躍 し て いま す 。 ま 
た 、 体 が 小さ くべ 、 き や し ゃ な 体 を し て い だ エ リー 
も 、 体 重 が 3 倍 (220kg) に も な のり まし だ 。 今年 で 
9 年 目 を 迎え る トド 達 で す が ガ 、 そ の 間 ず つと 平穏 
無事 で あつ だ わけ で は あり ませ ん 。 何 度 が 体調 を 
ぐ ざ し 、 そ の つど 飼育 係員 や 獣医 が ガ 力 を 合わ せ 治 
療 に あ だ り まし だ た 。 注射 一 本 行なう に も 、 大 き な 
体 で すか ら 、 挟 育 係員 総出 の 大 捕物 と な り ま す 。 
その よう な お 苦労 の か いも あり 、 ノ サ 、 エ リー は 、 
毎日 その 豪快 な 動作 で 、 お 客 様 を 楽し ませ て ぐれ 
て いま す 。 (伊藤 ) 
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@ ア ミ メ ウマ ヅラ ハギ 

アミ メ ウ マ ヅ ラバ ハギ は 、 そ の 名 の 通り 網目 の 模 
様 を も ち 、 十 の よう に 長い 顔 を し だ た カワ ハギ の 仲 
間 の 遇 で す 。 日 本 で は 、 伊 豆 諸 己 や 沖縄 の サン ゴ 
礁 に 生息 し て いま す が 、 そ の 数 は 少な ぐ 、 実際 に 
その 次 を 見 だ こと が ある 人 は 少な いと 思い ます 。 
まだ 、 ご の 秋 の 特徴 で ある 絢 目 の 模様 は 、 サン ゴ 
礁 に 生息 し て いる 他 の 遇 に FK べ る と 地味 で 、 個 体 
に よ つ て その 模様 が 異な る こと も あり 、 中 に は 模 
様 が 全く な いも の も あり ます 。 ご この よう に 、 ち よ 
つと 注目 され に ぐい 区 で す が 、 必 びれ の 付け 根 の 
上 部 に は 白い 小さ な 環 紋 びあ り 、 こ ご これ は 遊 基 中 で 
も よ ぐ 目立ち 、 他 の 台 と 区 別 す る と ぎ に 役 立ち ま 
す 。 また だ 、 彼 ら の 生活 ぷり を 観察 し て みる と お も 
し ろ い こと に 気が付き ます 。 カワ ハギ の 特長 で あ 
る 背びれ の 先端 の 長い 引 を アン テ ナ の よう に ピン 
と 立て て 岩 や 海藻 の 間 を 坊 み に 泳ぎ 回 り 、 行 き 止 
まり に な る と 上 ま に 後 し ます 。 まる て 水 構 の 中 
を バト ロー ル し て いる が の よう で す 。 ま だ 、 人 夜 に 
な る と 岩 な ど に 身 を 寄せ て 眠り ます が 、 そ の 次 を 
は じ め て 見 だ と き は 、 死ん で し まつ だ の で は な い 
ガ と 思い 、 あ わ て て 析 ・ 中 電 焼 を ら し 確 が め る 程 
で し だ 。 

来年 は ウマ 年 と いう こと も あり 、 皆 さん も アミ 
メ ウ マ ヅ ラ ハ ギ の 生活 ぷり を じ つ ぐ り と 観察 し て 
みて は い ガ が で し よう が 。 (金原 ) 
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世界 の 自然 を わた し 達 の 手 で 護り まし ょ う / 


* 会 員 に な り だ い 万 は 入口 の 記 保 内 所 に 生 揚 談 く だ さい 。 
< 会 員 に は バンダ の ババ ッ ヂ と 月 大 の 会 問 が 送電 され まず 。 
会 綱 は 年 宮 3.000 円 で す 。 
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^ 合 育 世界 記録 を 更新 中 の 「 ク ー キ ー」。 


マン ボウ は フグ の 仲間 で 成長 する と 体長 3m、 
体重 1 t 以 上 に な る 大 き な 遇 で す 。 世 界 中 の 暖 ガ 
い 域 に 広く 棲息 し 、 房 総 半島 沿岸 に は 主 に 位 が 
ら 春 に が け て 回 遊 し て きま ます 。 ご の マン ボウ の 促 
間 に は ヤリ マン ボウ や サビ フグ な どら 5 種類 が 知 
られ て いま す 。 

水族 館 で は 、 今 か ら 30 年 ほど 前 が ら 多 く の 公 
に 生き だ マン ボウ を 紹介 し よう と 飼育 を 試み て き 
まし だ 。 し ガ し 、 採 集 や 博 送 時 の 取り 扱い に よる 
外 得 、 水 橋 壁 面 と の 衝突 に よる 頭骨 骨折 、 消 化 器 
系 の 病気 (消化 不良 ) な どい ろ い ろ な こと が 原因 
と な つて 、 最 初 の 10 年 間 は ご ぐ 短 期間 の 飼育 し が 
で きま せん で し た 。 鴨 | シー ワー ルド で は 昭和 46 年 
より マン ボウ の 近 育 を 始め まし だ が 、 昭 和 54 年 
に 初め て 周年 飼育 に 成功 し 、 現 在 で は 、 飼 育 世界 
記録 を 更新 中 の マン ボウ (愛称 “フー キー 昭和 56 年 
12 月 24 日 久 入 ) ガ 来 園 者 の 人 気 を 集め て いま す 。 
収集 と 還 送 

当館 6 和 UM6 年 がら 平成 元 年 まで の 19 年 間 に 収 集 
し だ マン ポ ボウ は 86 例 に な り ま ざ 。 収集 時 期 は 11 月 初 
旬 が ら 層 年 の Z 月 初 句 まで の 9 ケ月 間 で す が 、 税 


(マン, ポ ) ウ 1 の ) 飼 ( 育 
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ム ピ ニー ル シ ー ト を 使い 水 と いっ し ょ に 通 び ま す 
送 と 飼育 に 適し だ 50-80om の マン ボウ が 回 遊 し て 
ぐる の は 11 月 けら 3 月 まで の 期間 で す 。 収集 場 所 
は 外 房 の 勝浦 ひら 内 房 の 浜 金 谷 ま で の 海域 で 、 収 
集 亡 法 は 約 9 割 が 定置 綱 、 そ の 他 は ダ モ 網 源 、 刺 
網 源 な ど で す 。 し ガ し 、 現 在 で は 鴨川 沖 約 3km に 
位置 する 定置 網 か ら の 採集 に 力 を 入れ て いま す 。 
ご ご で 収集 で きる マン ボウ は 比較 的 外傷 の 少な し 
良い 状態 で 入手 で きる の と 、30 分 て 水族 館 の 水村 
に 収容 で きる 利点 びあ り ま す 。 採集 は 、 日 の 出 と 
と も に 出港 する 漁 朋 に 乗船 し 、 揚 網 作業 中 は 常に 


ロ 


デー 


湯 面 に 注意 を は ら つ て マン ボウ を 探し ます 。 そ し 
て 発見 する と 飼育 に 適し だ 若い 個体 (信長 40~-80 
cm) が どう ガ 、 体 に 傷 が な か い ガ どう が な ご を 確認 
し 、 飼 育 に 適し だ 魚体 の 場合 は 網 に ひらまつ だ り 、 
網 で こす れ て し まう 前 に ビニ ー ル 製 の タモ 網 で 水 
ご と すぐ くい あげます 。 ご の と き 傷 つき や すい 目 と 
ヒレ の 取り 扱い に は 特に 気 を つけ ます 。 

夫 送 に は 0.5t( 直 径 1m、 深 き 0.7m) の ビニ ー ル 
キャ ヤン バス 水槽 を 使用 し ます が 、 ご の 水 構 は 壁面 
ガ 務 か い を め マ ン ボ ウ が ぶつ か つて も 傷 つ ぐ こと 
も な ぐ 、 ま だ 朋 や 車 の 揺れ も 吸収 し て ぐれ る の で 
好都合 で す 。 胎 上 がら 車 、 車 か ら 水族 館 の 水槽 へ 
と 物 動 する と き に は 、 ビ ニー ル シ ー ト を 使い 、 マ 
ン ボ ウ を 水 と いつ し よ に 取り 上 げ て 眉 び ま す 。 

飼育 水槽 と 水管 理 

現在 マンボ ウ を 飼育 し て いる 水槽 は 、 長 さ 5.8 
m、 幅 4.5m、 深 さ 2.5m、 水 時 65 t で 、 内 側 に は 水 
構 壁面 か ら 30 一 50om 離 れ だ 場所 に ボリ エス テル フ 
ィ イル 導 製 の フエ ンス を 張り 巡ら し て あり 、 マ ン ボ 
ウ が 衝突 し て も 直接 壁面 に 触れ な いよ うに 工夫 が 
され て いま す 。 

マン ボウ は 水質 変化 に 対し て 飯 感 で 、 体 色 変 化 
や シワ ガ が ガ 生じ だ の り 、 あ る い は 食欲 減退 、 異 常 排便 
な どの 反応 を 示し ます 。 そ ご こ て 水質 変化 に は 充分 
に 気 を 配り 、 ろ 過 槽 で の アン モニ ア 分 解 、 新 鯉 油 
水 の 補充 お よび 熱 交 換 機 に よる 水温 コン トロ ー ル 
な ご ど を お こない 、 安定 し た 環境 を 維持 する よう に 
努め て いま す 。 

餌 科 と 結 餌 

マン ボウ は 酒 で は クラ ゲ 、 ヒ カリ ポ ボ ヤ 、 浮 遊 性 
の 甲 殻 類 (アミ な ど )、 小 型 の イカ な ご ど を 廊 べ て 生 
活 し て いま す 。 し が ガ し 水族 館 で は これ ら の 工 サ を 
入手 し に くい だ め 代 用 食 が め 要 と な り ま す 。 ご の 
代用 人 廊 を 何 に する の ガ 研 究 す る こと が 、 衝 突 防止 
フェ ンス の 開発 と 並ん で マン ボウ 飼育 へ の カギ こと 
な り ま し た 。 現在 で は 、 ホ ッ コ クア カエ ビ ピ や ダイ 
ショ ウエ ビ 、 カ キ の むき 身 を ミキ サー で すり の つぶ 
し 与え て いま す が ガ 、 いずれ に し て も マン ボウ が ガ が 好 
ん で 食べ 、 水 分 供給 の 意味 で 保水 性 が 高く 、 一 年 
中 入手 で き 、 餌料 と し て 扱い や すい な どの 策 件 を 
満足 させ て ぐれ る エサ を 選定 する こと が 最も 大 切 
な こと で す 。 

餌付け は 、 エ ビ の お むき身 を 棒 の 先 に つけ 、 口 先 


に 持つ て い ぐ ご 方 法 で 始め ます 。 そし て マン ボウ が 
エサ を 認識 し 、 これ を 追 貴 す る よう に な る と 、 次 
は 水面 ま て 誘導 し 係員 の が ら 画 接 給 机 し ます 。 
手元 がら の 給 龍 は 、 健 康 上 問題 が な い 限 り 、 搬 入 
後 4 こ 5 日 で 完了 し ます 。 手元 が ら の 給餌 は 、 食 
欲 や 体 表 面 の 観察 な ど 紹 康 祝 理 を する 上 で 重要 な 


人 ム 「 も の さ し 」( 員 と いっ し ょ に 撮影 し 全長 を 推定 し ます 。 


こと で す 。 まだ ドロ ド [ 屋 
200 全長 

口 の エサ を 一 定量 確実 
に 与え る 上 で も この 万 5 
法 は 和 め 要 で す 。 剛 

成 長 400? 

マン ボウ は 、 年 齢 形 民 3 
質 や 生活 史 に 不明 な 点 | 人 
ガ 多 く 、 成 長 に つい て 
も 明らか に され て いま 
せん 。 当館 で の マン ボウ の 全長 ・ 体 重 の 測定 は 、 
大 き な マ ン ボ ウ を 水 ガ ら 出 し て 直接 測定 で き な い 
の で 、 水 槽 の ガラ ス 面 に 「 も の さ し 」 を 置き マン 
ボウ と 一 緒 に 写真 を 撮り の 、 こ れ か ガ ら 全長 を 求め ま 
す 。 そ し て 過去 の 死亡 個 休 や 漁港 に 水揚げ され だ 
も の か ら 得 た 、 全 長 と 体重 の 関係 資料 か ら 推定 体 
重 を 割り 出し ます 。「 フ ー キ ー」 の 場合 は 、 搬入 
時 の 全長 72cm( 実 測 )、 体 重 19.4kg( 推 定 ): で し た が 、 
約 8 年 後 の 現 在 で は 全長 200cm、 体重 390kg (と も 
に 推定 ) に 成長 し まし た 。 

マン ボウ を 飼育 する こと は 、 そ の 生態 を 解明 す 
る だ め に だ い へ ん ル ん 重要 で 必要 な こと で す 。 そこで 
今後 も より 長生 き し て も ら う よう に 努め な が ら 、 
いつ で も マン ボウ を ガラ ス 越 し に 観察 し て も ら え 
る 水族 館 に し だ いと 考え て いま す 。 ( 津 崎 ) 


マン ボワ の 全長 と 体重 の 化 
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ム 保 員 に エサ を お ね だ り 、。 
昭和 61 年 10 月 2 日 、 新しい 海 の 仲間 と し て 3 頭 
の ラッ コ が 搬入 され ( さ が ま た No28 参 照 ) 愛称 を 
公募 し た 結果 それ ぞ れ ラッツ ビ イィ (オス )、 チ ヤー ミ 
ン (メス )、 ク リン (メス ) と 名 付け られ まし 
27 

搬入 当初 は 、 鯛 育 下 の 環境 に よく 串 れ て ぐれ る 
の が ガ 、 餌 は 何 を 好み あの 独特 な 具 を 割る 行動 を 見 
せ て ぐれ る の か が 、 ど ご こま で 私 達 に 吊 れ て ぐれ る の 
ガ な ど ご 初め て の ラッ コ の 飼 育 に だ ず さ わ る 者 と レ 
て 様々 な 不安 ガ ず あ り ま し だ 。 し が し 、 そ ん な 由 配 
を よそ に 3 頭 の ラッツ コ 達 は 、 施 設 に も 係員 に も す 
つ ガ り の 馴 れ 、 イ カ ・ 貝 ・ カ を 主体 に 上 盛 な 食欲 


掃除 道具 も 
遊び 道具 に 


彼ら に と っ て は 


を や 


を 見 せ 、 気温 14 で 、 水 温 10C、 湿度 65% に 保 だ れ 
た 飼育 苦 で 3 年 目 を 迎え まし た 。 最 近 で は 、 ブ ー 
ル 万 に だ まつ だ 上 貝殻 を 回 収 す る だ め に 係員 が せっ 
が ぐ 集 め て も 、 係 員 の 目 を ぬ す ん で は 、 ま だ バラ 
バラ に 散ら が し だ り 、 掃除 用 具 を 器用 に 両 で 抱 
えて 持つ て いつ て し まつ だ り 、 な ガ な が の ワン パ 
ぶり を 発揮 し て いま す 。 この よう な エピ ソー ド 
の ダネ は つき ませ ん が 、 い ぐら 「 い だ ざら 」 を さ 
れ て も 彼ら の 愛らしい し ぐさ や 次 を 見 る と 、 怒 る 
の も 忘れ 、 思 わざ 微笑 ぃ で し まい ます 。 

ご の ラッ ツッコ 達 『 そ ろ そ ろ 二 世 も 』 の 声 も 聞け れ 
ず お おい に 期待 され て いま す の で 、 み な さん も 二 世 
誕生 を 楽し み に し て いて 下さ い 。 (金野 ) 


4 特別 展示 * サ メ の プロ フィ ー ル % 


サメ は 、 非 常に 凶暴 で 妨 る し い サ カナ だ と 思わ 
れ て いま す が 、「 人 食い ザ メ 」 と いわ れ て いる 種 
類 は 意外 と 少な ぐ 世 界 で 250 種類 ほど が 知ら れ て 
いる サメ の 仲間 の 中 で 人 に 危害 を 加え だ こと が 記 
録 さ まれ て いる サメ は 約 30 種 類 に すぎ ませ ん 。 ど ご どう 
も サメ は 和 め 要 以 上 に 恐れ られ 、 悪 者 扱い に され て 
いる よう で す 。 そ ご こ で 今回 は 、 も う 少 し 本 当 の サ 
メ の 姿 を 知 つ て も ら お うと 、 サ メ の 特別 展示 コー 
ナー を 設け まし た だ 。 

サメ の 仲間 に は 、 い つも 肖 い で いる 遊泳 性 の サ 
メ と ふだん は 海 研 で じ つ と し て いる 展 棲 竹 の サメ 
が いま す 。 ご この うち 危険 な サメ は 遊 肖 柱 の サメ に 
多く 見 られ ます 。 今回 展示 し だ サメ は 、 遊 基 性 の 
ツマ グロ と 克 概 性 の ネコ ザ メ 、 ド チ ザ メ 、 ネ ムリ 
ブ カ で す 。 ツ マグ ロ と ネム リブ カ は まだ 全長 60- 


リー 


4 鋭い 貞 が 並ぶ サメ の アゴ の 展示 。 


4 "人 食い ザ メ 7* の 飼育 展示 。 


80cm の 子ども で す が 、 大 きぐ 成長 する と 全長 ら m 
ほど に な り ま す 。 克 棲 性 の サメ は 泳ぎ まわ る こと 
ガ 少 な い だ め お 客 様 の 反 太 も いま ー つ で す が 、 ツ 
マグ プロ は 小さ いな が ら も 「 人 食い ザ メ 」 の 雰囲気 
を 持つ て いて 迫力 の ある 泳ぎ を 見 せ て ぐれ ます 。 

まだ 、 ご の コー ナー で は サメ の 最も 恐れ られ て 
いる 強力 な アゴ と 鋭い 歯 に つい て 歯 の 形 や 大 き さ 、 
歯 ガ 生え か わる 仕組 みな ども アゴ の 標本 と と も に 
展示 し まし だ 。 と ころ が 生き て いる サメ より も 、 
ご ちら の 万 が 注目 され 、 改 め て サメ の アゴ と 歯 は 
多 ぐ の 人 の 興味 の 的 で ある こと を 感じ きせ られ ま 
し た 。 (荒井 収 ) 


生 シテ ワー ドガ. カフ 交 こ 7 

寄贈 され だ シヤ チ の FRPF 模 型 

ご の シャ チ の 模型 は 、 横 浜 博覧 会 (ヨコ ハマ エ 
キ ゾ チッ フク ショー ケー ス 、 YES89) 開催 中 (3 月 
25 日 一 10 月 1 日 ) 国 除 交 流 館内 サン ディ エゴ ブフ ブース 
に 展示 され て い だ も の で 、 博 覧 会 終了 に 伴い 、 
当館 と 姉妹 水族 館 の 「 シ ー ワ ー ル ド ・ オ プ ブ ・ カ リ 
フォ ルニア 」 より 寄 帳 され だ も の で す 。 

重 さ が ガ 80kg、 大 き さ が 約 3m の グラ ス フ ァ イ バ 
一 製 の この シヤ チ は 、 現 在 ラ ッ コ ブー ル 前 の 中 央 
ホー ル に 展示 され て いま す 。4 m の 高 さ より ワイ 
ヤー で 吊る され 、 さ な が ら 水 中 を 悠々 泳い で いる 
よう な 黒 と 白 の 美しい ツー トン カラ ー の シヤ チ を 
ご 来館 の 機会 に は 是非 ご 覧 下さ い 。 (荒木 ) 


に 


、、 um 


邊 「 磯 の 生物 タツ チン グ 水 構 」 開 設 


夏休み の 期間 中 、 館 内 の ビ ピノキオ ハウ スズ におい 
て 「 磯 の 生物 タッ チン 水樹 が 開設 され まし た 。 
鴨川 付近 の 磯 で は 色々 な 種類 の 水 の 生物 を 見 る 
ご と が で きま す が 、 こ の タツ チン 水槽 で は メジ 
ナ ・ イ シダ イ ・ オ ヤビツ チ ヤ な どの 時 や カニ ・ ウ ニー・ 
ヒト デ の 仲間 な どの 限ら れ だ 生物 を 約 40 種 2,000 
点 収 容 し 、 自 由 に 手 で さわ り 観 察 で きる よう に し 
まし た 。 ま だ 今回 は 、 磯 遊び を 楽し お 時 に 知 つ て 
いて ほし い チ エッ ツク ボイン ト を バネ ル に 表示 し た 
り 、 磯 に 棲み 体 に 却 や 毒 を も つて いて さわ る と 誠 
険 な 生物 (\ オ コピ ゼ ・ ゴ ンズ イ ・ ガ ン ガ ゼ な の ) 
を 特設 水 模 で 紹介 する な ご どの 工夫 も され まし だ 。 
この 展示 は 海 に 出 か 
け よ うと する 家族 運 
れ の 万 々 に 特に 関 
を も つて も らい まし 
だ 。 ( 条 ) 


人 ベルーガ の 愛称 決定 


昭和 63 年 月 に 鍛 入 され だ ベル ー ガ ( 奴 4 ブ ゴ ) 
の 愛称 が 「 ナ ッ ク フク 」 と きま の り ま し た だ 。 ご これ は 全国 
ガ ら 寄せ られ だ 総数 7, 086 通 の 応募 の 中 が ら 選 ば れ 
だ も の で 、 エ スキ モー を 意味 する 「 ナ ヌ ッ ツク 」 が 
語源 と な つて いま す 。 ご の 愛称 に は 彼ら の よう に 
勇猛 果敢 に だ くま し ご 育つ て ほし いと いう 台 い が 
ご め ら れ て いま すず 。 

命名 式 は 6 月 15 日 の 県 民 の 日 に ツマ リン シア ダー 
で お こ な わ れ 、「 ナ ッ ク 」 の 命名 者 で ある 懇 沢 市 
の 内 懇 貞 治 様 (24 オ ) に は 、 ベ ルー ガ の オリ ジ ナ 
ル ぬ いい ぐる みな どの 賞品 ガ 帳 られ まし だ 。 
現在 ベル ー ガ は 、 こ の 「 ナ ッ ク 」 1 頭 で す が 、 
ルン に ツウ イル 妨 こ と 一 
緒 に 水中 シヨ ー を お 
ご な い 愛 敬 を ふり ま 
いて お りき ます 。 
(佐藤 栄 ) 


イ ルカ の 夏 シ ョ ー( レ イア ンド ボウ) 


八 月 の 頁 夏 の 太陽 の 下 、 今 年 も イル カ 達 の 夏期 
ショ ヨー が 繰り 広げ られ まし だ 。 今年 の 新種 目 は 、 
イル カ の 水上 スキ ー と 併せ て 演じ られ だ レイ ・ ア 
ンド ・ ポ ボウ で す 。 ご この 演技 は ボー ト 上 の 女性 トレ 
ー ナ ー と レイ の 上 を カマ イル カ が 飛び 越す 種目 で 
すず 。 一 見 簡単 そう で す ガ 、 イ ルカ と トレ ー ナ ー の 
呼吸 を 合わ せる の が な ガ が な が 難し い 種 目 て 、 軌 首 
に 乗せ る まで に は 色々 お 苦労 お あり まし だ 。 し が 
し レ 、 シ ョ ヨー の 時 に カマ イル カ が ガレ イ の 上 を 華 肪 に 
ジャ ンプ を し だ と き に 起 る スタ ンド か ら の 拍手 が 
トレ ー ナ ー の 苦労 を 宮 れ させ て ぐれ まし だ 。 イ ル 
カ な ら で は の レイ ・ ア ンド ・ ボ ウ 、 来 年 は 更に 磨 
き を が ガ け て 素 聞 な ワ 
シー ツ に し だ いと 
考え て いま す 。 

( 許 所 ) 


